
令和２年度別府市一般会計補正予算 （第 1 号）の概要

予算編成の考え方

新型コロナウイルス感染症緊急対策を実施するため補正予
算を編成しました

補正予算の規模

◆一般会計 1,028,500千円
（補正後の予算額56,468,500千円 ）

◆特別会計 － 千円（特別会計の補正はありません）

（補正後の予算額53,380,000千円 ）

款 項 目 事業 事業名 予算額 担当課

新規 04 01 01 1346 新型コロナウイルス感染症対策に要する経費 2,000環境課

04 衛生費 2,000

新規 07 01 02 1344 新型コロナウイルス感染症緊急雇用に要する経費 600,000職員課

新規 07 01 02 1345 新型コロナウイルス感染症緊急支援に要する経費 426,500産業政策課

07 商工費 1,026,500

合 計 1,028,500

補正予算の事業
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単位：千円



別府市新型コロナウイルス感染症緊急対策の概要

■予算規模 10億3千万円（1,028,500千円）

１．「雇⽤を守る」取組 6億円

２．「事業を守る」取組 約4.3億円

３．「市⺠の健康・⽣活を守る」取組 2百万円

（1）中⼩企業者等賃料補助事業 420,000千円
店舗等の賃料に対する助成（補助率1/2 上限7万円）

（2）⼩規模事業者持続化⽀援事業 4,500千円
⼩規模事業者持続化補助⾦（経済産業省）の事業者負担分の助成（補助率10/10上限15万円）

（3）中⼩企業者向け新型コロナウイルス感染症関連相談事業 2,000千円
商⼯会議所と連携して各種申請等のサポートを⾏う相談窓⼝の設置

市税等の減免・猶予など負担軽減 8 国⺠健康保険税の軽減・減免
1 市税の減免 9 後期⾼齢者医療保険料の減免
2 市税の徴収猶予 10 国⺠健康保険⼀部負担⾦の減額、免除・徴収猶予
3 介護保険料の減免 11 後期⾼齢者医療⼀部負担⾦の減額、免除・徴収猶予
4 介護保険利⽤者負担額の減免 12 国⺠年⾦保険料免除制度・納付猶予
5 障害福祉サービス等の利⽤者負担⾦の減免 13 上下⽔道料⾦の納付の猶予
6 障害児通所⽀援サービス等の利⽤者負担⾦の減免 14 市営住宅家賃の減免・徴収猶予
7 保育料の減免 15 別府市⼤学奨学⾦の返還猶予

【市⺠の健康を守る】
（1）清掃・消毒⽤の次亜塩素酸ナトリウム液の配布 2,000千円

施設等の消毒に使う次亜塩素酸ナトリウム液を市⺠、児童施設、福祉施設、教育施設
医療機関、観光施設、旅館・ホテルなどに配布

（2）マスク・⾮接触型体温計の配布（既決予算） マスクは5⽉末までに50万枚確保の⾒込み
学校、放課後児童クラブ、保育所、医療機関などに配布

（3）感染予防や健康情報などの発信（既決予算）
①市ホームページでの動画配信
⾃宅等でできるエクササイズや温泉⼊浴の効⽤（リラックスによる免疫⼒向上）を紹介

②ケーブルテレビでの配信
健康運動指導⼠が提案する屋内外でできる運動の紹介

③市報や市が⾏うお知らせなどを通じたチラシ配布
感染予防の啓発と関連するページが掲載されたホームページを紹介

市内在住⼜は市内の事業所に勤務している⽅、若しくはしていた⽅で新型コロナウイルス感染症
の影響により
・休業を余儀なくされた⽅
・企業等から解雇された⽅
・世帯の収⼊が減少し、就職を希望する⽅
・内定を取り消された⽅ など
臨時的に雇い⼊れ（1年間）、最⼤500⼈規模の雇⽤機会を創出する。
収⼊を保障するとともに他の事業者の雇⽤に影響を与えないよう兼業による就労を可能とする。

【市⺠の⽣活を守る】
（1）“コロナに負けるな別府っ⼦！”応援特別事業（別府市社会福祉協議会事業）
世帯の収⼊の減少や失業等により、⽀援が必要な⼩学⽣・中学⽣に助成（1⼈1万円）

（2）市税等の減免・猶予など市⺠の負担軽減
収⼊の減少により⽣活に影響が⽣じている市⺠の負担を軽減するため、窓⼝ワンストップ化や
提出書類の共通化など各種減免制度等の⼿続きを簡素化し、利⽤を促進
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